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ゲ ン ノシ ョ ウ コ Geranium 　thunbergii の 栽培 と育種 （第 3報）

　　　　 ゲ ン ノシ ョ ウ コ の 生育にお よぼす温度の影響
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　Temperature 　is　an 　important　environ 皿 ental 　factor　for　the 　growth　of　plants．　 In　this　paper，
the　 e肝ect　of 　temperature 　on 　the　growth 　and 　the　 tannin　 content 　 of 　 Geranittm　 thunbergii 　 was

studied ．

　The 　plants　were 　cultivated 　in　three　Biotron　gエowth 　cabinets 　whose 　day　time ！night 　time 　tem −

pcratures　were 　centrolled 　at　35℃ 130℃ ，25℃ f20℃ ，　and 　15℃ 110DC．【day　time　was 　from　O6 ：0〔｝−

18 ：00hr 　and 　night 　time 　from 　l　8：00−06 ：00　hr］ The 加 al　viability 　 was 　 the　 lowest　 at　 the　 high・

est 　tempe エature （35℃ t30
°C）condition ．　 The 　length　of 　the　stom 　tended 　to　be　shorter 　at　higher

temperature 　conditions ，　The 　dry　weight 　of 　the　aerial　parts　of　the　plants　was 　Iower　when 　the

plants　 were 　grown 　 at　higher　temperatures，　 whi 】e　the　tar皿 in　content 　 was 　higher　in　the　plants

grown 　at　lower （15℃ 110°C ）temperatures．

　 These 　results 　showed 　that　this　plant 　grew 　better　and 　contained 　more 　tannin　when 　grown 　at　the

15°q10℃ temperature 　condition ．　 Therefore
，
　this　experiment 　 suggested 　that　the　plants　 should

be　cultivated 　in　cooler 　conditions 　to　obtain 　better　results ，　 or 　to　 obtain σ，　thunbergii 　plants　 of

better　quality　in　better　yields．

Keywords ： （］eranium 　 thunbergii ；temperature ；Biotron　growth　 cabinet ； tannin

　植物の 生育 に お よ ぼす環境条件 の な か で も重要な要因 と し て 温度が 考えられ る．そ の 温度 が植物 の 生育分布域 を 決

定す る限定要因 の
一

つ で あろ う．ゲ ソ ノ シ ョ ゥ コ 6eranium　thunbergii 　SIEB．　et 　ZUcc ．（Geraniaceae）lt北海道，本

州， 四 国， 九州の 平地 に 自生す る 多年生草本 で あ り
2），温度適応範囲の 広い 植物で あ る と考 え られ る．同 じ Geranium

属で 行わ れた 実験 に よ る と Red 　Elite，　 Cordinal　Orbit3）
お よ び Mustang4） の 生育は 高温や 低温条件下 で は 生長が

悪 く， 18DC が適 温 で あ る と報 告 され て い る． ゲ ソ ノ シ ョ ウ コ は．ヒ記 の よ うに 広 範 囲 の 温 度 域 に 分 布 し て い る が，産

地 に よ っ て 本植物 の 生育，収量 に お よ ぼす 生 育温 度 の 影 響 は 異 な っ て い る の で は な い か と推 察 され る．ま た ，第 2 報

で 報告 し た が，ゲ ソ ノ シ ョ ウ コ は 8 月 の 高温期 に 枯死株が多 く，生 存率が急 落す る，こ の こ とは 高温が生育に 悪 影響

を お よ ぼ す こ と も考 え られ た．そ こ で，生 薬 と し て 品 質良 好 な ゲ ン ノ シ ョ ウ コ を 生 産す るた め の 最 適 な栽 培 条 件 を 検

討す る 目的で ， ゲ ン ノ シ ョ ウ コ の 生育 お よ び タ ン ニン 含量 の 観点 か ら生育温度 の 影響 に つ い て 試験を行 っ た，

材料 お よび 方法

　1． 実験材料

　本実験 に 使用 した ゲ ソ ノ シ ョ ウ コ は 長崎県福江市で 育成され た 苗 か ら採種 した 種子 30g を 1985年 3 月23日， 校内

薬用植物園圃場 （1．6xlOm2 ） に 条間 10cm で す じ 播 き し，堆肥 2
，
000kg／10a を 与 え，実験 に 供 す る 苗を 育 成 し

た ．6 月 10日，育成 し た 苗を ラ ン ダ ム に 30株 （全草平均生体重 7．2± 1．Og）選 び，堆肥 50％ を混合 した 土壌 で，径
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Fig．1．　 Effect　of 　Temperature　 on 　 the 　 Growth 　 of

　　　　GeraniUin　thunbergii

High ；day　35℃ and 　night　30°C，　medium ；25℃ ，20℃ ，
10w： 15℃ ，10℃ ．　Vcrtical　bar　represents 　95％ confi−
dence　limit　ofthe 　mean ．
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Fig．2．　 Effect　of 　Tempcrature 　on 　the　 Tannin 　 Con ・

　　　　tent　of　Geranium　thunbergii

High ： day　35℃ and 　night 　30°C ，　medium ：25℃ ，20℃ ，
】ow ： 15°C

，
工0℃ ．　Vertical　bar　represents 　95％ confi −

dence　limit　of　the　mean ．

TABLE 　I．　E伍ect 　of 　Temporature 　on 　the 　Growth 　of 　Geran’u〃z　t乃u〃加 厂g’∫

TemperatureViabjlity
　（％）

Number 　of

branches
（per　plant）

Length　of

　 stem

　（cm ）

Dry 　weight 　of
aerial　parts

　　 （9）

HighMcdiumLow （35℃ ／30℃）
＊

（25℃／20℃）

（15℃ ノ10℃ ）

50100100 3，4± 0．7a）

3．9 ± 1．1a）

5．4± 0．9b＞

19．8± 17．ga）

38．9± 　5．6b）

25，9± 　5．2a・b）

3，5 ±2．8a）

9．1± 1．7b）

10．6± 0．8b）

ノ〉＝10．± ： 95％ confidence 　li皿 it。 ＊
： Day 　telnperature ！night 　temperature．　 a ・b ）

： Means 　followed　by
the　same 　Iettcr　are　not 　significantly　different　at　p ＝0．05　by τLtest ．

18cm 鉢 に 1 本定植 した．定植後10日 間 ガ ラ ス ・・ウ ス に 移 し，苗 が活着した の を 確認 した 後実験 に 用 い た．

　 2． 実験 方法

　温度の 設定 は 06 ： 00〜18 ：00 を昼温，18 ：00〜06 ： 00を 夜温 と し，Biotron　growth 　cabinet （島津製f乍所 SGN −

221WS 型） を 用い ，温度 （昼 温 ／ 夜 温 ）を 高 温 （35
°C ／30℃ ），中温 （25℃ ／20℃ ），低温 （15℃／IO℃ ） に 設定 した．

上 記 ゲ ソ ノ シ ョ ウ コ を 1 区 に 10鉢ず つ ，そ れ ぞ れ の 温 度 に 調 整 した 室 で 7 月 1 口 よ り育成 し，次 の 項 目に つ い て 調査

した．

　 3．　 測定 項 目

　1） 生長 の 経 時的変化 ： 2 週間 に 1回 ， 各温度区の 茎長を測定 した．

　2）　収穫時の 生 長量 ： 1985年 9 月 5 日 に 収穫 し，各温度区 の 生 存株数と，茎 数，茎長，お よ び地 上部乾物重 を個 体

別 に 測定 し た ．乾燥 は 前記と同 様の 方法
5 ）

で行 っ た．

　3）　タ ン ニ ン の 定量 ： タ ソ ニ ン 含量 は 奥 田 らの 定 量 方法
6〕

に 従い 第 1 報 と同様 に 3 回反復 した ．

結 果

　1．　生長の 経時的変化 ： 茎 の 伸長 は 高温 区 で 8 月 24日ま で 伸長 し，そ の 後伸長 は低下す る傾向が み られ た ．中 温区

で は定植後か ら収穫時 まで 他 の 温度区 よ り良 く伸長 した．低温区 の 伸長 は 高温区の 伸長 よ り劣 る が，中温 区 と同 様 9

月 5 日 ま で 伸長す る こ とが 認め られ た （Fig．1），

　2．　収穫時の 生長量 ： 生存株数 は高温 区 で 4週間後 よ り枯死株 が 認め られ，定植 か ら約 2 ヵ 月後 の 収穫時 に 株数は

半減 し た が，他の 温度区で は 枯死株 は 認め られ な か っ た．分枝数 は 低温区 が 多 く，つ い で 中温 ，高温 区 の 順で 少 な く

な る傾 向を示 した ．茎 長 は 中温区 で 大 き く， 高温区で は 非常 に 小 さか っ た．地 上 部乾物重 は 高温区で 小さい 値を示 し，

中温お よ び低温 区 で 比 較的 大 きか っ た （TABLE 　I）．

　3．　タン ニ ン の 含量 ： タ ソ ニ ソ は 低温区 で 高い 含量 を示 し，高温，中 温 区 で は 低 か っ た （Fig．2）．
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考 察

温度 の 設定が，昼夜の 変化だけ で 自然 の 温度変化 とは 異 な る が実験結果 が示す よ うに
， 比 較的温暖な 地域 に 生 育 す

る ゲ ン ノ シ ョ ウ コ で も 35〜30℃ の 高温で は 生 育障害が現れ る し，25〜20°C の 中温 お よび 15〜10℃ の 低温が生育

に は 適 し て い る こ とが わ か る．た だ し，タ ソ ニ ン 含量を 考慮す る と，比 較的涼 し い 温度域 で 栽培 す る方が 生薬 と し て

良質の ゲ ソ ノ シ ョ ウ コ が 得 られ る もの と推察 さ れ る．
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